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84 年、87 年と、2 本のドキュメンタリー映画『指紋押捺
拒否』『指紋押捺拒否 2』を撮らせてもらいました１）。今日













も嬉しく思います。そして、その中の 1 人、ロバート・リケットと僕は 30 年前
のことなんですけども、いつ、どこでこの人と出会ったのかなということを、2







１）『指紋押捺拒否』（1984 年、日本語、カラー、16 ミリ、50 分、「指紋押捺拒否」製作委員会、呉徳洙監
督）、『指紋押捺拒否 2』（1987 年、日本語、カラー、16 ミリ、56 分、「指紋押捺拒否 2」製作委員会、
呉徳洙監督）。
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1941 年秋田県生まれ。大島渚主宰の創造社作品『白昼の通り魔』の助監督となる。70 年に東映を経
て、80 年に OH 企画を設立。在日仲間と季刊『ちゃんそり（小言）』を出版。1998 年～2008 年、和
光大学兼任教員（「ドキュメンタリーと現代」）。代表作に『熱と光をこの子らに』（76 年）、『車イスの
道』（83 年）、『指紋押捺拒否　パート 1・2』（84 年、87 年）、『ナウ！　ウーマン──女が社会を変え

















今日は、たまたま 1 月 16 日です。私にとっての 1 月 16 日というのは、たと
えば明日は、「阪神・淡路の 1.17」という言い方をします。それで、4 年前の 3.11
は、東日本大震災。たとえば朝鮮半島では、육이오（ユギオ）と言えば、6.25 朝
鮮戦争ですし、3.1 と言えば……、まあそういうふうに、日本では、8.15 とか、
8.6 とか、8.9 と言いますけれども。私にとっての今日の 1.16 というのは、あの
映画の東映で働いていたときに、13 人が、会社にたてついたかどうかは知りま
せんけれども、丸ごと解雇されて、無期限ストライキに入ったのが、今日、1 月




いうことで 1974 年の 1 月 16 日に、私たちが組合の無期限ストライキに入った
というのが、私にとっての 1.16 です。
じゃあ、そのときそのころは何があったのか。2 年前には、72 年の「7.4 声
明」２）が出されて、李恢成さんが、在日として初めて芥川賞をもらった年ですよ
ね。その 74 年に、それに触発されたのが、7.4 声明で大同団結としようという
010 ── 和光大学総合文化研究所年報『東西南北2016』
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そしてまた今日これから上映する、パート 2 から拾った 15 分を、即席の編集
でありますけれども、80 年代の勇気がきっと短い中で伝わると思いますので、
ぜひご覧になって、あとで、いろんな感想を聞かせてくれればいいと思います。
どうもありがとうございました。
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